教育誌展望( 1 9 8 5年) 一このl年の問題意識と論点の軌跡一 by 木岡 一明







































疑問を抱きつつ) 1985年の「教育誌展望 J(1月号) ，乙臨んだ。
このような疑問を抱きつつ 1985年の「教育誌震望 JC 1 月号) fζ臨んだ。










・マッカーサー(7名〉 ・斎藤喜博(6名〉 ・永井道雄(5名) ・田中角栄(4名)といった人々
の名が挙がり， 6・3・3・4制の実施 (35名) ・教育基本法の制定 (29名) 新しいところでは
学歯紛争(5名)といったできごと 『対日米国教育使節団報告書~ (13名) ・ブルーナーの『教




























































く。そのため集団はスムーズlζ機能する」という日本的集団の特を指摘した I~- で， rこうした





臨時教育審議会は 4月2413. I個性主義 jを掲げた「審議経過の概要(その 2)Jを公表した。












































































かなければならない Jと述べて，学校の， 1教育をする場」から「生活をする場 jへの転換を示唆
している。
『教育』③は， 1 ~生活点検』と学校教育 J を特集している。
橋迫和幸は， i子どもの基本的生活習慣のくずれ，生活リズムの乱れという問題をめぐって，根
本的には，いったい彼らが生活の主体として位置づけられているのかどうかが問われなければなら












































『学校運営研究』④は， i学校改革の動向と新年度計画の焦点 jを， w教職研修』④は， i教育改


























































































































現在を未来への「準備 J期間K位謹づける「準備主義」の教育は， r教える jことのみに専念、させ





























感的関係である， と言えよう。一方が他方に強*IJI3切ζ 「教え込む一一学習させる」という「使役 J
の狂育的関係ではなく，ともに学び育ってし 1く共育的関係であると言える。今日の生徒H;!J!J(とみら
れるような，服装を規制し，頭髪を強制して，教える者と教わる者との境界を明確にすることによ










を期待できるのであろうか， という疑問を持つo i論争 Jと!I手び得るほどにi噛み合った対立議論を
教育誌上にみる乙とができなかったからである。いまひとつは P なぜ， I弓じことが繰り返し各誌・
各月で論じられているのであろうか という疑問を持つO 乙乙で引用した論考からも窺えるように
基本的なと乙ろの論点に大きな相違はないようにJ皆、われる。なかには，同じ論者が向じ論旨で，違
った雑誌に寄稿している場合もある。なぜなのだろうか。
編集者側の再検討と 執筆者側の自己点検をお願いせずにはし可られない。
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